


◆海溝型地震

①留萌沖

　［Ｍ（マグニチュード）７．５］

　留萌沖では、１９１０年、１９１８年、

１９４７年にＭ６．０～７．０の地震が発生し

ており、今後もＭ７クラスの地震発

生の可能性のある領域とみられてい

ます。

◆内陸型地震（活断層帯）

②増毛山地東縁断層帯

　［Ｍ（マグニチュード）７．８］

　増毛山地東縁断層帯は沼田町から

北竜町・雨竜町・新十津川町・浦臼

町を経て月形町にかけて分布してお

り、西に傾く逆断層と推定され、Ｍ

７．８程度の地震が想定されています。

▼増毛町で想定される地震

既に災害が発生している状況。
命を守るための最善の行動を
とる。

災害発生情報

［市町村が発令］

警戒
レベル５

速やかに避難先へ避難する。
避難場所までの移動が危険と
思われる場合は、近くの安全
な場所や自宅内の安全な場所
へ避難する。

避難勧告　　　
避難指示（緊急）

［市町村が発令］

警戒
レベル４

  全員避難  

避難に時間を要する人（ご高齢
の方、障がいのある方、乳幼児
等）とその支援者は避難する。
その他の人は避難準備を行う。

避難準備・高齢
者等避難開始 

［市町村が発令］

警戒
レベル３

  高齢者等は避難  

避難に備え、ハザードマップ等
により、自らの避難行動を確認
する。

洪水注意報　
大雨注意報等
［気象庁が発表］

警戒
レベル２

災害への心構えを高める。
早期注意情報
［気象庁が発表］

警戒
レベル１

※警戒レベルは１～５の順番で発表されるとは限りません。
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【警戒レベル３】や【警戒レベル４】で、

地域の皆さんで声をかけあって、安全・確実に避難しましょう。

気象庁や市町村が出す避難情報について

警戒レベル 避難情報等 避難行動等

虚留萌沖

許増毛山地東縁断層帯

昨年９月６日に発生した胆振東部地　昨年９月６日に発生した胆振東部地震震

から１年が経過します。みなさんは今から１年が経過します。みなさんは今、、

地震などの災害が発生した際の「備え地震などの災害が発生した際の「備え」」

はできていますかはできていますか？？

地震などの災害は、いつどこで発生　地震などの災害は、いつどこで発生すす

るかわかりません。日頃から災害へのるかわかりません。日頃から災害への備備

えや災害が起きたときの対応についてえや災害が起きたときの対応について考考

えておきましょうえておきましょう。。

　昨年９月６日に発生した胆振東部地震

から１年が経過します。みなさんは今、

地震などの災害が発生した際の「備え」

はできていますか？

　地震などの災害は、いつどこで発生す

るかわかりません。日頃から災害への備

えや災害が起きたときの対応について考

えておきましょう。

特特集集 身を守身を守るる 準備準備 はできていますか！は できています か ！？？特集 身を守る 準備 は できています か ！？



話し合いのポイント

・どのような災害が発生するのか

　（地震、土砂災害、

　　　　 風水害、津波など）

・避難する場所はどこか

・災害時の連絡方法　など

家の中の安全対策のポイント

・タンス、本棚、食器棚などはＬ字金具

などで固定する

・寝室に家具を置かない。

家具などの上に物を置

かない など

「ローリングストック法」で効率よく大量保存
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災害に備えて家庭でできること

　災害用の保存食だけを大量に用意することが

備蓄ではありません。缶詰やレトルト食品など、

普段利用している食品を最初多めに購入してお

いて、消費したらその分補充すれば、常に一定

量の食品を自宅内に無理なく備蓄することがで

きます。これが「ローリングストック（回転備

蓄）法」です。消費期限切れを防ぎ、いざとい

うときに役立つ一石二鳥の方法です。

●非常用備蓄品・非常用持ち出し品の準備
　災害が発生すると､電気や水道などのライフラインが機能しなくなる場合があります｡いざという

ときに備え､ライフラインが止まっても生活できるよう､次のような備蓄品を最低３日分（推奨1週

間分）や非常用持ち出し品を用意しておきましょう｡

　また､冬の災害に備えて､停電になっても使用できる暖房器具なども用意しましょう｡

●災害時の行動を家族で話し合う
　災害が発生したときに必要な行動に

ついて、家族で話し合いをしましょう。

家族がバラバラになった時の連絡方

法や、集合場所など決めておいたり、

避難場所や避難経路を実際に歩き、危

険な所がないか確認しておきましょう。

●家の内外を点検する
　家のまわりに風で飛ばされそう

なものはないか、窓や網戸のガタ

つきはないか、屋根材や壁は傷ん

でいないか、家具の配置は適切か

など自宅の備えを確認し、日頃か

ら安全・減災対策につとめましょう。

許消費期限の短

いものから順番

に使う

距消費した分を

補充し、いつも

一定量に保つ

虚備蓄する

消費期限内に使

い切る量が目安

１人１日３渥、給水タンク、給水袋水

レトルトご飯、缶詰、レトルト食品、
チョコレート、乾パン、栄養補助食
品など

食 料 品

トイレットペーパー、ティッシュ、
乾電池、懐中電灯、ラジオ、カセッ
トコンロ、カセットボンベなど

生活用品

電池式石油ストーブ、カセットボン
ベ式ストーブ、毛布、湯たんぽ、カ
イロなど

防寒用品

常備薬、救急用品、生理用品、紙お
むつ、粉ミルクなど

そ の 他

【非常用備蓄品の例】

 救援物資が届くまでの間、生活するためのもの。

現金、通帳預金等、印鑑、健康保険
証、運転免許証など

貴 重 品

飲料水、乾パン、ビスケット、ゼ
リー飲料など避難行動時のエネル
ギー補給ができるもの

食料飲料

絆創膏、包帯、消毒液、常備薬、持
病薬、ビニール袋、ティッシュ、生
理用品など

救 急 ・
衛生用品

懐中電灯、携帯ラジオ、筆記用具、
携帯電話、充電器、電池、防寒具、
カイロなど

道 具 類

予備メガネ、コンタクトレンズ、補
聴器、杖、粉ミルク、哺乳瓶など

個別必需品

【非常用持ち出し品の例】

 避難する際に持ち出す必要最低限のもの。

 家族がいる場合は、１人分ずつ用意しておく。
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題話のちま

　８月９日、町観光協会（林眞二会長）主催の「旧増毛小学

校きもだめし大会」が開催され、町内をはじめ、留萌市や旭

川市などから６２組２０２名が参加しました。

　参加者は、懐中電灯を片手に旧増毛小学校内に設置された

チェックポイントを回って出口を目指しました。

　所々、参加者を驚かす場面もあり、たくさんの悲鳴が学校

内に響き渡りました。参加者にお話しを聞くと、「昨年より

も怖かった」や「２０年ぶりに学校の中に入ったが懐かしかっ

た」と話してくれました。

夜の校舎に悲鳴が響く 旧増毛小学校 きもだめし大会

　７月２７日、町観光協会（林眞二会長）主催の旧増毛小学校ぞ

うきん掛け選手権が旧増毛小学校で開催されました。

　ぞうきん掛け選手権は、北海道遺産に指定されている旧増毛

小学校を広く知ってもらうため、平成２８年から実施されており

今年で４回目の開催。

　町内をはじめ、札幌市や旭川市などから個人の部に３７名、リ

レーの部に１２チーム４８名が参加し、好記録を目指してコースを

ぞうきん掛けで全力疾走。観客からは大きな声援が送られ、大

いに盛り上がりました。

木造廊下をぞうきん掛けで全力疾走 旧増毛小学校 ぞうきん掛け選手権

　８月１０日、１１日の両日に第３２回増毛リトルカップサッカー大

会がリバーサイドパークで行われ、増毛のほか札幌や旭川など

合わせて１２チーム１８４名の選手が出場しました。

　本大会はスポーツ交流事業として開催され、小学４年生以下

の男子、小学生の女子が対象。増毛サッカー少年団は、１日目

の予選リーグを１位で通過し、２日目の決勝トーナメント１回

戦で準優勝したＦＣコラージョ平岡公園（札幌市）に４－４で

ＰＫ戦までもつれたものの、２－３で惜敗しました。最後まで

諦めないで戦った選手達に温かい拍手が送られていました。

ゴールに向かってシュート！ 第32回増毛リトルカップサッカー大会

　８月６日、元陣屋を会場に「ましけこども絵画教室」が開

催され、町内の児童など１５名が参加しました。

　講師を務めた認定こども園あっぷるの斉藤友昭園長がスト

ローを使って描く「吹き流し」やティッシュを使って色をつ

ける「落とし込み」などの技法を指導。

　子どもたちは、学んだ技法を活用しながら、豊かな感性を

発揮し、思い思いの絵を描いていました。

　完成した作品は、９月２７日～２９日に元陣屋で開催される

「第２８回ＭＯＡ美術館増毛児童作品展」に出展されます。

自由に楽しく絵を描こう！ ましけこども絵画教室
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題話のちま

　８月１９日、バイクの日にちなみ、町交通安全協会（三上晴夫

会長）主催の「交通安全バイクの日街頭啓発」が増毛駅舎前で

同協会女性部や留萌警察署の警察官など約１０名が参加して行わ

れました。

　駐車場にバイクが止まると、参加者は運転手へ安全運転をす

るよう呼びかけました。休憩所へ立ち寄ったライダーは、増毛

の果樹やお菓子を食べ、冷たいお茶などを飲んで一休みし、安

全運転を宣言し、次の目的地を目指して出発していきました。

８月19日は“バイクの日” 交通安全バイクの日街頭啓発

　８月１８日、全町マラソン大会ましけラン２０１９が暑寒公園を発

着地点に開催され、幼児から大人まで１２３名が懸命に走りきり

ました。結果は次のとおりです。（１位のみ掲載、敬称略）

○親子の部▲女子①吉田梨乃・奈緒▲男子①髙山広幸・広宣

○小学生の部▲１年女子①平戸海緒▲１年男子①石田琉生愛▲

２年女子①三浦舞子▲２年男子①茨木爽▲３年女子①吉田梨乃

▲３年男子①原田羅偉玖▲４年女子①前野結菜▲４年男子①池

田蓮▲５年女子①今井美月▲５年男子①土佐優弥▲６年女子①

廣野晴菜▲６年男子①三浦岳斗

○中学生の部▲女子①大井月星▲男子①三鹿由翔

○一般の部▲３．２㎞①大文字司▲５．０㎞①関口峰樹

果樹園を眺めながら力走 全町マラソン大会 ましけラン2019

　８月１６日、増毛町戦没者追悼式が文化センターで行われ、遺

族や来賓合わせて約５０名が参列しました。

　式辞で堀町長は「今後とも豊かで健康な町を築くために、一

層の努力をいたすことをお誓いいたします」と述べていました。

　参列した遺族や来賓は、祭壇に白菊を献花し、戦争で尊い命

を犠牲にされた方々の冥福を祈った後、増毛町遺族会の大西末

治会長が「平和の大切さを語り継ぐことが我々の責務である」

と誓っていました。

戦没者の冥福を祈る 増毛町戦没者追悼式

　８月１４日、１５日、メモリアルパークを会場に町商工会主

催の「盆踊り大会」が開催されました。

　１４日には手ぬぐいを使って踊る増毛音頭、１５日には仮装

盆踊りなどが行われました。太鼓の音に合わせて、浴衣姿

や仮装姿の参加者がリズミカルな踊りを披露し、会場は大

いに盛り上がりました。

　会場内では、ビール・ジュースなどの飲み物や焼きそば・

焼きとりなどの食べ物も販売され、最後には抽選会が行わ

れ夏の楽しいひとときを過ごしました。

浴衣や仮装でお盆の夜をにぎやかに 盆踊り大会
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　７月１９日、江別市の北海道消防学校にて北海道消防操法訓

練大会が開催されました。

　操法大会には、第三分団から中川豊班長、高畠鉄平団員、

山崎和美団員、第六分団から中舘潤一団員、今大会唯一の女

性消防団員、嘉門宏美団員の５名が出場し、約３ヶ月半に渡

る訓練を行い、大会に臨みました。

　本大会は全道各地から集まった１２チームで行われ、小型ポ

ンプを使用し、標的を倒すまでのタイムや操法の正確さを競

う大会です。

　増毛町消防団の出場順は１２番目でしたが、１０番目のチーム

が終わった時点から大雨が降り始め、悪天候の中、本番を迎えることとなりました。

　ここまで１５０回以上の練習を行い、優勝を目指して奮闘しましたが、結果は６位、入賞まで惜しくも

２点差という結果になりました。

　悔しい結果ではありましたが、悪天候の中、全力で大会に臨む消防団員の姿勢は災害等の非常時に、

必ず増毛町の町民のために活躍してくれる頼もしさを感じました。

増毛町消防団が北海道消防操法訓練大会へ出場

題話のちま

【氏　名】田中　伸和

【年　齢】52歳

【職　業】郵便局勤務

【入団日】令和元年６月１日

増毛町では、若い消防団員が足りません。（阿分地区・信砂地区）

私たちが住むこの町を私たちの手で一緒に守りませんか？

少しでも興味を持った方、入団希望者は下記までご連絡ください。

【問合せ先】増毛町消防本部総務課（電話 53－2175）

☆★☆ 新入消防団員紹介 ☆★☆

　雄冬郵便局に赴任する以前の町で、消防団に所属してお

り、増毛町での消防団活動にも興味を持っていたところ、

第５分団分団長を務める山本一良さんから「一緒にやらな

いか？」と誘いを受けたことがきっかけでした。

　増毛町消防団について、わからないことが沢山あります

が、以前の経験を活かし、仕事とは違う形で地域貢献し、

防災力の向上に努めたいと思います。

◆消防団へ入団を決めたきっかけは？

▲操法大会 開会式

▲出場者、応援団、堀町長集合写真

▲本番前整列 ▲本番のポンプ操法の様子
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１　講習日時
　　　令和元年９月９日（月）～９月15日（日）
　　　【午前の部】９時30分～12時30分　
　　　【午後の部】18時～21時
２　講習場所
　　　増毛町弁天町５丁目　コミュニティ消防センター２階
３　講習内容
　　　普通救命講習Ⅰ（成人に対する救命処置）
　　　普通救命講習Ⅲ（新生児～小児に対する救命処置）
４　申込方法
　　　事前に、増毛町消防本部（電話 53－2175）へ申し込み願います。
　　　申込時には、氏名・住所・連絡先・講習日時・講習内容を伝えてください。
５　その他
　　　受講料は無料です。
　　　服装は動きやすい服装でお越しください。
　　　事業所や自治会での講習も受け付けております。
　　　過去に増毛町消防本部から修了証の交付をされている方は当日持参願います。
６　問合せ先
　　　消防本部　警防課救急救助係（電話 53－2175）

　町民の皆様に、救急の知識や理解を深めて頂くことを目的として、毎年９月９日を「救急の日」
とし、この日を含む１週間を救急医療週間と定めています。
　消防本部では、救急医療週間中に心肺蘇生法やＡＥＤの使い方、異物の除去等の応急手当を習得
して頂くため、下記のとおり普通救命講習を開催いたします。

９月９日は「救急の日」



広報ましけ　2019．09 ８

▲西川遥輝選手と杉浦稔大選手と
　一緒に記念写真
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　７月２１日、「北海道１７９市町村応援大

使」の企画として、北海道日本ハム

ファイターズ応援観戦ツアーが開催さ

れました。

　試合前には、増毛町の応援大使であ

る西川遥輝選手と杉浦稔大選手と一緒

に記念写真を撮影しました。

　参加した約８０名の町民の皆さんは、

お揃いの青いハッピを着て、ファイ

ターズの選手にたくさんの声援を送っ

ていました。試合には負けてしまいま

したが、良い思い出となりました。

　また、同日に札幌ドームで増毛町Ｐ

Ｒブースを出展しました。ＰＲブース

では、サクランボの無料配布を行いま

したが、入場と同時に増毛町ブースは

長蛇の列となり、用意していた３００

セットのサクランボはわずか３０分でな

くなるほどの人気でした。

可Ｈ.Ｎ.Ｆ .

　深川留萌自動車道の全線開通記念を契機に留萌管内各地域の「食」の魅力をさらに知って

頂き、開通前の高規格道路を実際に歩いてみましょう！

「深川留萌自動車道 全線開通記念 大遠足」の開催

▲長蛇の列となった増毛町ＰＲブース

▲お揃いのハッピで試合観戦

【日時】９月２９日（日）１０：００～　　【参加料】無料　　【集合・解散場所】るしんふれ愛パーク

【内容】るしんふれ愛パーク～留萌ＩＣ（仮称）～バンゴベトンネルの往復約８㎞を歩きます。

　　　　留萌管内各特産品のプレゼント（数量限定）もあります！

【申込】９月１８日（水）までに下記へお申込みください。（土日を除く）　

【定員】先着１００名　　【問合せ先】（株）コササル　電話：080－3393－9546

［主催：深川・留萌自動車道全線開通地域活性化協議会］
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健康づくり教室
◇◆◇ ９、10月の各教室は

下記の日程で行います。◇◆◇

健康寿命延伸事業

※種目名の後ろの☆マークは運動強度を表します。（☆が多いほど“つらい”と感じる）
◇参加は無料で、予約は必要ありませんのでお気軽にご参加ください。

【問合せ先】役場町民課・保険年金係（電話 53－1113）

（☆☆）
・内　容：ヨガにストレッチ要素を追加
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：火曜日
・日にち： ９月　10日、17日、24日
　　　　　 10月　１日、８日、15日

◎ストレッチヨガ

（☆☆☆）
・内　容：音楽に合わせてエクササイズ
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：木曜日
・日にち： ９月　12日、19日、26日
　　　　　 10月　３日、10日、17日

◎リズムエクサ

（☆）
・内　容：関節痛などの改善
・会　場：保健センター
・時　間：10時30分～11時30分
・曜　日：火曜日
・日にち： ９月　10日、17日、24日
　　　　　 10月　１日、８日、15日

◎関節健康トレーニング

　この度、日本赤十字社北海道支部から、各種災害時に迅速かつ的確な
救援活動を行うため、また、日常における赤十字活動をより活発に実施
するために赤十字災害救援車「博愛号」が当町を含む道内10市町村に配
置されました。この博愛号は、町民はもとより道民の皆様から頂いてい
る貴重な社費や寄付が財源となっております。今後とも日本赤十字社の
活動にご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

☆赤十字災害救援車「博愛号」が配置される

　町民の皆様には自治会を通して寄付を頂いておりますが、ここ数年は目標額を下回っている状況となっ
ております。増毛町分区では、次のとおり活動資金の募集をしますので、赤十字の理念や活動にご賛同い
ただける方（個人・法人）のご協力をお願いします。

☆赤十字活動資金募集のお願い

●一般社費　500円以上　　　●特別社費　2，000円以上
　※ご協力いただいた方には、赤十字社員章等の交付や表彰制度があります。
●受付期間　随時
●受付場所　日本赤十字社増毛町分区事務局（役場福祉厚生課・民生係）電話 53－3111

日本赤十字社増毛町分区からお知らせとお願い
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　『年金生活者支援給付金』とは、公的年金等の収入や所得が一定基準以下の年金受給者の生活を
支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。この給付を受けるためには、給付金請
求書の提出が必要です。請求書は、令和元年９月より順次年金機構より支給要件を満たす方宛て
に送付される予定となっています。
　支給要件は、以下のとおりです。

報局年金相談情
令和元年10月１日より『年金生活者支援給付金制度』がはじまります

　
本
年
　
月
に
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

１０

そ
れ
に
伴
い
、
平
成
　
年
度
の
住
民
税
非
課
税
者
や
平
成
　
年
４

３１

２８

月
２
日
か
ら
令
和
元
年
９
月
　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
い

３０

る
世
帯
の
世
帯
主
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

　
こ
の
商
品
券
は
、
こ
れ
ま
で
増
毛
町
商
工
会
が
実
施
し
て
き
た

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
と
は
別
の
も
の
で
、
換
金
方
法
が
こ
れ

ま
で
の
方
法
と
違
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
取
り
扱
い
店
舗
に
な
る
に
は
、
商
工
会
加
盟
店
舗

で
あ
っ
て
も
、
事
前
に
取
り
扱
い
店
舗
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
取
り
扱
い
店
舗
に
な
る
た
め
に
は
、
事
前
に
取
り
扱
い
店
舗
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
参
加
資
格
　
増
毛
町
内
の
事
業
所

●
申
込
先
　
増
毛
町
役
場
　
企
画
財
政
課
・
企
画
係

　（
直
通
 ５
３
倆
１
１
１
０
　
内
線
 
２
２
６
、
２
２
９
）

●
申
込
み
方
法
　
電
話
で
店
舗
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
の
あ
っ
た
店
舗
を
対
象
に
９
月
中
旬
に
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。

　
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
改
め
て
参
加
店
舗
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
不
明
な
点
は
、
役
場
企
画
財
政
課
・
企
画
係
ま
で

３
　
取
り
扱
い
店
舗
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

２
　
商
品
券
利
用
に
係
る
取
り
扱
い
店
舗
の
募
集

１
　
消
費
税
対
策
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

４
　
取
り
扱
い
店
舗
向
け
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

消
費
税
対
策
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

取
り
扱
い
店
舗
を
募
集
し
ま
す

　請求書の提出をお忘れの場合でも、令和元年12月までに提出す
ることで、10月分から遡って給付を受けることができます。また、
翌年以降も支給要件を満たす場合再度手続きいただく必要はありま
せん。（請求書の提出先は、年金事務所または日本年金機構となっ
ていますのでご注意ください）
　詳しくは日本年金機構（給付金専用ダイヤル）までお問合せくだ
さい。

【問合せ先】
給付金専用ダイヤル
0570－05－4092

留萌年金事務所
（電話 43－7211）

役場町民課保険年金係
（電話 53－1113）

〔老齢基礎年金受給者の場合〕
　①　65歳以上である。
　②　世帯員全員が市町村民税非課税となっている。
　③　年金収入とその他所得の合計が88万円以下である。
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町
で
は
、　
月
に
「
庭
木
の
せ
ん
定
枝
」
を
無
料
で
収
集
し
ま
す
。

１０

指
定
さ
れ
た
日
以
外
の
排
出
は
、
有
料
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
庭
木
の
せ
ん
定
枝
の
出
し
方
】

・
枝
の
長
さ
を
１
ｍ
未
満
（
太
さ
５
㎝
未
満
）
に
し
て
、
１
ｍ
く
ら
い

の
紐
で
縛
る
。

・
庭
、
畑
な
ど
を
整
理
し
た
も
の
（
囲
い
な
ど
の
木
・
と
う
き
び
等
の

茎
）
は
出
せ
ま
せ
ん
。

・
使
用
し
て
い
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
横
に
、
午
前
９
時
ま
で
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
葉
が
付
い
た
状
態
の
せ
ん
定
枝
に
つ
い
て
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

【
庭
木
の
せ
ん
定
枝
の
収
集
日
】

【
問
合
せ
先
】

・
留
萌
南
部
衛
生
組
合

　
　
　
（
電
話
 ４
３
倆
２
５
５
５
、
４
３
倆
２
５
８
８
）

・
役
場
町
民
課
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

収
集
日

　
月
７
日

１０（
月
曜
日
）

　
月
　
日

１０

１４

（
月
曜
日
）

収

集

地

区

阿
分
、
信
砂
、
舎
熊
、
箸
別
、
湯
の
沢

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
～
　
、
１
９
２
、
２
０
０
』

５４

中
歌
、
港
町
、
見
晴
町
、
市
街
地
区

（
海
岸
通
線
か
ら
３
丁
目
通
線
ま
で
）

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
　
～
１
０
６
、
２
０
２
～
２
０
５
』

５５

市
街
地
区
（
４
丁
目
通
線
か
ら
暑
寒
沢
ま
で
）

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
０
７
～
１
６
６
、
２
０
１
』

別
苅
、
岩
尾
、
雄
冬

『
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
番
号
１
６
７
～
１
９
１
、１
９
３
～
１
９
９
』

せ
ん
定
枝
の
特
別
収
集
に
つ
い
て

弁
護
士
に
よ
る

　
あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
地
域
ま
で
、
弁
護
士
が
出
張
し
ま
す
。

［
相
談
日
時
］

　
９
月
　
日（
火
）　
時
　
分
～
　
時
　
分
（
　
分
×
６
枠
分
）

２４

１３

００

１６

００

３０

※
相
談
は
、
前
日
ま
で
の
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
先
着
順
）。

［
相
談
場
所
］

　
増
毛
町
文
化
セ
ン
タ
ー

［
相
談
料
］

　
無
料

［
相
談
担
当
者
］

　
旭
川
弁
護
士
会
に
所
属
す
る
弁
護
士

［
相
談
内
容
］

債
務
整
理
、
離
婚
・
相
続
、
民
事
事
件
、
刑
事
事
件
な
ど
、

幅
広
い
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
日
頃
の
悩
み
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
事
前
予
約
・
問
合
せ
先
］

　
役
場
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

【2019年】
★９月24日（火）
　増毛町［文化センター］
☆10月15日（火）
　羽幌町［中央公民館］
☆11月19日（火）
　初山別村［自然交流センター］
☆12月17日（火）
　苫前町［福祉センター］

【2020年】
☆１月28日（火）
　小平町［文化交流センター］
★２月25日（火）
　増毛町［文化センター］
☆３月17日（火）
　羽幌町［中央公民館］
　
※お住まいの市町村以外でも上記
で開催される相談会に申込いた
だくことが可能です。

無料法律相談会日程表

出

張

無

料

法

律

相

談

会



　
増
毛
町
職
員
（
建
築
技
師
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
職
種

　
建
築
技
師
　
１
名

■
職
務
内
容

　
建
築
関
係
全
般

■
勤
務
予
定
先

　
増
毛
町
役
場

■
受
験
資
格

①
増
毛
町
内
に
居
住
可
能
な
者

②
２
級
建
築
士
以
上
の
資
格
を

有
す
る
者

③
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に

４９

生
ま
れ
た
者
（
令
和
２
年
４

月
１
日
現
在
　
歳
ま
で
）

４５

④
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
者

■
試
験
の
方
法

面
接
試
験
及
び
書
類
審
査

（
採
用
試
験
申
込
書
・
健
康

診
断
書
な
ど
）

■
受
験
手
続

左
記
の
書
類
を
増
毛
町
役
場

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
増
毛
町
職
員
採
用
試
験
申
込

書
（
指
定
の
様
式
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
３
ヶ
月
以
内

に
撮
影
し
た
帽
子
を
つ
け
な

い
上
半
身
写
真
［
縦
　
㎝
横

４．５

　
㎝
］
を
貼
付
し
た
も
の
）

３．５
②
身
上
調
査
書（
指
定
の
様
式
）

③
健
康
診
断
書（
指
定
の
様
式
）

④
有
し
て
い
る
資
格
証
・
免
許

証（
写
）

■
申
込
期
限

　
令
和
元
年
　
月
４
日（
金
）

１０

　
　
時
必
着（
郵
送
可
）

１７
■
採
用
期
日

　
令
和
２
年
４
月
１
日

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
の
給
与

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
よ
る

■
試
験
日
時
等

後
日
、
申
込
者
に
通
知
し
ま

す
。

■
各
種
様
式

　
増
毛
町
職
員
採
用
試
験
申
込

書
等
の
様
式
は
、
増
毛
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

①
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

　
３
交
替
制
の
勤
務

②
日
勤
職
員

　
日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

③
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

①
フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
６
埀７
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
４
１
埀８
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
６
埀５
０
０
円
以
上

②
パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　
 ８
９
０
円
～

・
日
給
　
６
埀９
０
０
円
～

③
食
事
介
助
パ
ー
ト
職
員

・
時
給

　
９
５
０
円（
初
任
者
研
修
）

　
１
埀０
５
０
円（
介
護
福
祉
士
）

■
手
当
　

　
各
種
手
当
あ
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
公
務
補
兼
事
務
補
助
員
】

■
募
集
人
員

　
１
名

■
応
募
資
格

大
型
自
動
車
免
許
又
は
中
型

免
許（
限
定
解
除
）所
持
者
で
、

年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

■
賃
金

　
月
額
１
６
６
埀０
０
０
円

■
採
用
期
日

　
令
和
元
年
　
月
１
日（
火
）

１０

【
調
理
員
パ
ー
ト
】

■
募
集
人
員

　
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

■
勤
務
時
間

　
月
曜
～
金
曜

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１２

４５

■
賃
金

・
時
給
　
８
７
０
円
～

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま

す
。（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

ｈ
ｔｔ
ｐ
ｓ：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
．

ｍ
ａ
ｓ
ｈｉｋ
ｅ
．ｈ
ｏ
ｋ
ｋ
ａｉｄ
ｏ
．ｊｐ
/
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報のしら暮 情

募

集

増
毛
町
職
員

　
　
（
建
築
技
師
）

町
立
明
和
園
臨
時
職
員



　
町
営
住
宅
に
空
き
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
住
宅
所
在
地

①
南
暑
寒
町
５
丁
目

②
暑
寒
町
４
丁
目

■
団
地
名
・
募
集
戸
数

①
南
暑
寒
５
丁
目
団
地
　
５
戸

②
暑
寒
共
栄
団
地
　
１
戸

※
①
②
は
全
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
住
宅
料

①
②
１
３
埀９
０
０
円

　
　
～
２
６
埀８
０
０
円
程
度

※
年
間
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
資
格
要
件

①
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
収
入
基
準
を
超
え
て
い
な
い

こ
と（
所
得
が
月
額
１
５
８
埀

０
０
０
円
以
下
）

③
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

■
申
込
方
法

　
役
場
建
設
課
建
築
係
で
申
込

書
を
受
取
り
、
関
係
書
類
を
添

え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
建
設
課
・
建
築
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
５
）

　
第
３
回
は
落
語
家
　
桂
枝
光

（
か
つ
ら
し
こ
う
）
氏
を
迎
え

「
上
方
落
語
の
世
界
～
す
べ
て

見
せ
ま
す
お
囃
子
の
世
界
～
」

を
行
い
ま
す
。

　
桂
枝
光
氏
は
五
代
目
桂
文
枝

に
入
門
し
て
桂
小
つ
ぶ
と
し
て

活
動
、
そ
の
後
二
代
目
桂
枝
光

を
襲
名
し
ま
し
た
。
上
方
落
語

は
演
出
と
し
て
お
囃
子
（
は
め

も
の
）
を
盛
り
込
み
ま
す
。
情

景
描
写
な
ど
様
々
な
場
面
に
お

囃
子
が
活
用
さ
れ
る
賑
や
か
な

上
方
落
語
の
醍
醐
味
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
９
月
　
日（
火
）　
時
開
演

２４

１９

■
会
場

　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

■
演
題

「
上
方
落
語
の
世
界
～
す
べ
て

見
せ
ま
す
お
囃
子
の
世
界
～
」

■
入
場
料

　
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 
ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル
運
営

委
員
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
地
域
学
習
課
・
文
化
振
興

係
　
電
話
５
３
倆
２
４
２
７
）

　
小
学
５
・
６
年
生
の
実
行
委

員
が
企
画
運
営
を
す
る
「
ご
だ

ら
っ
ぺ
王
国
祭
」
を
開
催
し
ま

す
。
ゲ

ー

ム

で

獲

得

し
た

「
ら
っ
ぺ
紙
幣
」
を
使
っ
て
出

店
で
食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　
９
月
　
日
（
月
・
祝
）

２３

　
　
時
　
分
～

１０

００

■
場
所

・
町
立
体
育
館

　
開
会
式
・
ゲ
ー
ム
会
場

・
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　
出
店
会
場

■
そ
の
他

　
上
靴
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
地
域
学
習
課
・

　
社
会
教
育
係

　（
電
話
 ５
３
倆
２
４
２
７
）

　
今
年
の
温
水
プ
ー
ル
の
営
業

は
、
９
月
　
日
（
月
・
祝
）
で

２３

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先

　
教
育
委
員
会
地
域
学
習
課
・

　
ス
ポ
ー
ツ
係

　（
電
話
 ５
３
倆
２
４
２
７
）

１３ 広報ましけ　2019．09

お
知
ら
せ

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

「
ご
だ
ら
っ
ぺ
王
国
祭
」

報のしら暮 情

新着本案内   総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　札幌に住んでいるおばけのマール

としろは、いつも仲良し。ある日、

２人は氷の湖に出かけました。マー

ルが、氷の穴の中に夢中になってい

るうちに、しろがいなくなってしま

います。

おばけのマールとしろ 　文 けーたろ
　絵 なかい れい

松井　今朝子 著

【第四回渡辺淳一文学賞受賞作】

　日中戦争の足音が忍び寄る昭和八年。

歌舞伎の殿堂・木挽座の近くで男女の

死体が発見される。警察の捜査は難航。

人間の深奥に潜んだ悲しい真実が浮か

び上がる時代ミステリー。

芙蓉の干城

町
営
住
宅
空
家
情
報

　
　
（
９
月
１
日
現
在
）

９
月
　
日
２３

温
水
プ
ー
ル
営
業
終
了

ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル

第
３
回
講
座
を
開
催
し
ま
す

▲講師を務める桂枝光さん
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発
達
障
が
い
の
様
々
な
特
性
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
支
援
方
法
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
な
ど
発
達
障
が
い
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
「
発
達
障
が
い

理
解
促
進
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

■
開
催
期
間

　
９
月
　
日（
金
）～
　
日（
木
）

１３

１９

■
会
場

　
文
化
セ
ン
タ
ー
 １
階
ロ
ビ
ー

 
役
場
福
祉
厚
生
課
・
民
生
係

　（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１
）

　
下
水
道
の
日
は
、
下
水
道
の

普
及
促
進
活
動
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
昭
和
　
年
３６

に
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）

及
び
関
係
機
関
で
定
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
町
で
は
皆
様
に
事
故
無
く
安

全
に
下
水
道
を
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
下
水
道
管
の
点
検
や

処
理
施
設
の
改
修
等
を
行
い
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　
下
水
道
は
皆
様
の
生
活
環
境

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
公
共

財
産
で
す
。
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど

の
廃
油
や
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油

な
ど
の
有
害
物
を
流
す
と
下
水

道
管
の
つ
ま
り
や
処
理
施
設
の

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
正
し
く
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
利
用
者
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
役
場
上
下
水
道
課
・
下
水
道

係（
電
話
 ５
３
倆
１
１
５
２
）

　
Ｇ
　
観
光
大
臣
会
合
が
　
月

２０

１０

　
日
、　

日
の
２
日
間
、
北
海

２５

２６

道
倶
知
安
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
既
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
　
大
阪

２０

サ
ミ
ッ
ト
及
び
関
係
閣
僚
会
合

は
、
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　
全
国
８
都
市
で
開
催
さ
れ
る

関
係
閣
僚
会
合
も
、
残
す
と
こ

ろ
４
都
市
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
が
、
Ｇ
　
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
等

２０

と
同
様
、
開
催
地
以
外
の
地
域

に
お
い
て
も
、
重
要
施
設
や
公

共
交
通
機
関
等
に
対
す
る
テ
ロ

等
違
法
行
為
の
発
生
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
の
対
策
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
道
内
で
も
テ
ロ
等
違

法
行
為
の
発
生
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
重
要
施
設
や
公
共

交
通
機
関
等
に
対
す
る
警
戒
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
Ｇ
　
観
光
大
臣

２０

会
合
の
成
功
に
向
け
、
総
力
を

挙
げ
て
警
備
の
万
全
を
期
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
警
察

の
活
動
へ
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 
留
萌
警
察
署

　（
電
話
 ４
２
倆
０
１
１
０
）

　
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
増
毛
児
童
作

品
展
・
表
彰
式
を
左
記
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
展
示
期
間

　
９
月
　
日（
金
）～
　
日（
日
）

２７

２９

■
展
示
会
場

　
元
陣
屋
２
階

■
表
彰
式

　
９
月
　
日（
土
）　
時
　
分

２８

１４

００

■
表
彰
式
会
場

　
元
陣
屋
２
階

問
合
せ
先

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
増
毛
児
童
作

品
展
実
行
委
員
会
事
務
局
・

工
藤
則
子
（
電
話
 ５
３
倆
２

９
７
７
）

Ｇ
　
観
光
大
臣
会
合
の

２０
成
功
に
向
け
て

報のしら暮 情
９
月
　
日
は

１０

　
　
　
「
下
水
道
の
日
」

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
増
毛

児
童
作
品
展
の
ご
案
内

発
達
障
が
い
者
理
解

促
進
パ
ネ
ル
展
の
開
催

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び
夜
間

診
療
は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
高
砂
町
３
丁
目

　
電
話
 ４
２
倆
８
８
２
０
）

た
け
う
ち
内
科

　
　
循
環
器
内
科
医
院

【
９
月
８
日
】

日
曜
当
番
医
（
留
萌
市
）

　２年ぶりに復活します！岩尾温泉あったま～ると浜益温泉（石狩
市浜益区）、２つの温泉の共同企画「秋の温泉へ行こう！益増キャン
ペーン」。
　２つの温泉に入浴し、スタンプを２つ集めて応募するとそれぞれ
の町の特産品や温泉入浴券などが抽選で当たるキャンペーンを９月
14日から11月４日までの期間で実施します。
　今回の特賞はなんと！岩尾温泉から『甘えび』、浜益温泉から『浜
益牛』です！たくさんの応募お待ちしております。
　詳しくは、温泉備え付け応募用紙か広報の折込チラシをご覧くだ
さい。

【問合せ先】
　役場商工観光課
　（電話 53－3332）

「秋の温泉へ行こう！
益増（ますます）キャンペーン」の開催








